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本論文は, 往復圧縮機の配管内の圧力脈動によって発生する圧縮機およびその配管系の事故を解決する
目的をもって行なわれた研究結果をまとめたものであって, Ⅴ弧 20章からなっている｡















を示した｡ 第7章では, 弁が開閉する際の運動を電気接点および高速度カメラを用いて観測し, 共振管長
の前後で, 圧力脈動の影響を受けて, 自動弁の開口速度が遠くなったり, 閉じ遅れが大きくなったりする






る方法について述べている｡ 第9章は節Ⅱ部についの緒言であって, 第10章では, 音響理論による共振管
長および管路にそう圧力脈動分布の計算について述べ, 異径管を挿入した配管で実験を行ない, その妥当





ての緒言であって, 第13章では, 種々の開口比をもつオリフィス ･プレートを配管に挿入し, 圧縮機の回
転数, 圧力および管内を流れる気体速度などの条件が変化した場合管内圧力脈動の減衰効果の最も大きい
オリフィスの開口比を実験的に求め, 圧力脈動の減衰率を種々の開口比に対して測定している｡ 第14章で
は, 単一空気槽を用いた場合の圧力脈動減衰率を求め, とくにオリフィス ･プレー トを併用した場合の減
衰効果について述べている｡ 第15章では, 共振型空気槽についてその共振周波数と脈動の減衰率とを測定
し, この型の空気槽は圧縮機配管内の圧力脈動のように特定の周波数帯域のレベルの大きい場合に有効で
あることを示した｡ 第16章では,7C型配列空気槽について実験し, 空気槽の容積, 連結管の長さと断面積
との種々の組み合わせの下にこの空気槽の減衰率を求め, 単一空気槽に比べて小型で高性能であることを
確かめている｡ また第17章と第18章では, それぞれ単一空気槽内の圧力脈動率と7E型配列空気槽内の圧力




る起振源の大きさを求め, 二列の圧縮機を用いて実験して, 圧力脈動を減少させるには配管系 のみ な ら
ず, クランク角をも適当に選択することが重要であることを明らかにしたO
最後に本研究の成果が要約されている｡




ものであって, 本論文中の個々の研究のうち, 特に注目すべき項目について述べると, 次のようである｡
往復縮機の吸入および吐出流量波形の解析は非常に複雑であるが, 圧縮機シリンダ内の気体 の状 態 変
化を, シリンダに出入りする気体の流量に関する連続の式と自動弁に関する圧力と流量の関係式とを用い















また配管内の圧力脈動の減衰装置としてオリフィス ･プレート, 単一空気槽, この両者の組み合わせた
装置, 共振型空気槽および7T型配列空気槽のおのおのについて系統的に実験を行ない, その減衰特性を明
らかにし, オリフィス ･プレートの開口比, 空気槽の容積, および管断面積とその長さなどを合理的に決
定する資料を提供し, 各種減衰装置の設計を便ならしめている｡
以上要するに, 本論文は往復圧縮機の配管系の圧力脈動を理論的に解明し, 系統的な実験によってそれ
を確かめ, 圧力脈動による配管系の事故対策に多くの知見を与えたものであって, 学術上, 工業上貢献す
るところが少なくない｡ よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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